
 

 

一 

 
 

 

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
食
品
と
し
て
の
利
用
等
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
の
二
第
二
項
中
「
を
防
止
す
る
た
め
」
を
「
の
防
止
に
関
し
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
第
二
項
第
七
号
中
「
有
効
な
利
用
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
改
め
、
「
。
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
」
を

削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
食
品
」
の
下
に
「
、
愛
玩
動
物
用
飼
料
（
愛
が
ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
愛
が
ん
動
物
用
飼
料
を
い
う
。
第
十
条
の
二
及
び
第
十
五
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
又
は
皮
革
」
を
、
「
有
効
な
利
用
」
の
下
に
「
（
以
下
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え

る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
中
「
認
め
る
と
き
は
」
の
下
に
「
、
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
」
を
、
「
実
施
」
の
下
に
「
、
関
係
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
」
を
加
え
、
「
を
防
止
す
る
た
め
」
を
「
の

防
止
に
関
し
」
に
改
め
る
。 



  

二 

 
第
八
条
中
「
及
び
都
道
府
県
」
を
削
り
、
「
基
づ
く
被
害
防
止
施
策
」
の
下
に
「
並
び
に
都
道
府
県
知
事
が
行
う
第
七
条
の

二
第
二
項
の
調
査
及
び
措
置
」
を
、
「
実
施
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
」
の
下
に
「
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
同
項
の
調

査
及
び
措
置
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
市
町
村
が
行
う
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く
被
害
防
止
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
対
象
鳥
獣
の
捕

獲
等
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
そ
の
他
当
該
被
害
防
止
施
策
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
そ
の
他
の
必
要
な

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
九
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。 

４ 

市
町
村
長
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
、
意
欲
及
び
能
力
を
有
す
る
多

様
な
人
材
の
活
用
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
条
中
「
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
」
を
削
り
、
「
適
正
な
処
理
」
の
下
に
「
（
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
に
伴
う
も
の

を
除
く
。
）
」
を
、
「
指
導
」
の
下
に
「
、
効
率
的
な
処
理
方
法
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
捕
獲



 

 

三 

等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利
用
等
そ
の
有
効
な
利
用
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
、
「
当
該
」
を
「
捕

獲
等
を
し
た
」
に
、
「
食
品
等
」
を
「
食
品
又
は
愛
玩
動
物
用
飼
料
」
に
改
め
、
「
提
供
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
対
象
鳥
獣

の
食
品
と
し
て
の
加
工
、
流
通
及
び
販
売
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
高
度
化
の
促
進
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
被
害
防
止
計

画
に
基
づ
き
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利
用
等
そ
の
有
効
な
利
用
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
、

「
必
要
な
施
設
」
を
「
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
、
愛
玩
動
物
用
飼
料
又
は
皮
革
等
と
し
て
の
加
工
に
必
要
な
施
設
並

び
に
当
該
対
象
鳥
獣
の
当
該
施
設
へ
の
搬
入
に
必
要
な
設
備
及
び
資
材
」
に
、
「
と
し
て
の
利
用
に
適
し
た
」
を
「
、
愛
玩
動

物
用
飼
料
又
は
皮
革
と
し
て
の
利
用
等
に
適
し
た
」
に
、
「
食
品
と
し
て
の
利
用
に
係
る
」
及
び
「
食
品
と
し
て
の
利
用
等
そ

の
有
効
な
利
用
に
係
る
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
に
係
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
地
方
公
共
団
体
、
」
の
下
に

「
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
、
愛
玩
動
物
用
飼
料
又
は
皮
革
等
と
し
て
の
加
工
、
流
通
又
は
販
売
を
行
う
」
を
加
え
、

「
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利
用
等
そ
の
有
効
な
利
用
」
を
「
捕
獲
等
鳥
獣
の
有

効
利
用
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
四
条
中
「
技
術
開
発
の
推
進
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
五
条
中
「
事
項
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
」
を
「
事
項
」
に
改
め
、
「
（
食
品
」
の
下
に
「
、
愛
玩



  

四 

動
物
用
飼
料
又
は
皮
革
」
を
加
え
、
「
に
つ
い
て
技
術
的
指
導
を
行
う
者
、
捕
獲
等
を
し
た
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利
用
等
」

を
「
又
は
捕
獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
、
「
研
修
の
実
施
そ
の
他
」
を
「
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
た
体
系
的
な

研
修
の
実
施
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
第
二
項
中
「
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利
用
等
そ
の
有
効
な
利
用
」
及
び
「
そ
の
利
用
」
を
「
捕

獲
等
鳥
獣
の
有
効
利
用
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
十
二
月
三
日
」
を
「
令
和
九
年
四
月
十
五
日
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
） 

２ 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 



 

 

五 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
の

強
化
、
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
適
正
な
処
理
及
び
有
効
利
用
の
た
め
の
措
置
の
拡
充
、
人
材
育
成
の
充
実
強
化
並
び
に
銃

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
基
づ
く
技
能
講
習
の
免
除
期
限
の
延
長
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


